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V　郷土の森環境保全林形成の具体的提案

　　Konkrete　Vorsc熱1註ge　f廿r　die　Shaffung　der　Heilnat－un虚Umweltschutz・

　　wiilder

　環境保全林形成に際しては，まず自然林をモデルに，立地に適した樹林を形成することが，も

っとも緑の多面的な効果を持続的に発揮させる方法である。酒田市では，現在人為的影響により

自然植生は，さまざまな形の代僕植生におきかえられている。このような地域では潜在自然植生

に対応した自然植生を復元することにより環境保全林の形成あるいは環境保全緑地の形成，確実

な発展が可能となる。

　環境保全：林，環境保全引導の形成に際しては以下の事項について留意が必要とされる。

1．　植栽種の選定

　植生が生育する基盤となる各立地では，植生を支える能力により潜在自然植生が異なる。した

がって，植栽する際には，潜在自然植生構成種群の中より，目的に応じた種を選出することが望

ましい。Tah　47～49に各潜在自然植生域における植栽可能種の一覧が示されている。

　適聖地よりやや乾燥地に発達する森林が潜在自然植生と考えられるところでは，Tab。47に示

された種下が郷土種として本命であり，長期的な視野での郷土の骨形成のための植栽に適してい

る。イノデータブノキ群集を潜在自然門生域とする海岸の旧砂丘地帯の風背地や，庄内平野縁部

では，高木に生長するタブノキを主木として植栽する。目的に応じ，エノキ，ケヤキ，ヤマトア

オダモ，キタコブシなどの夏緑広葉樹を加える。主木としてモチノキを混軽してもよい。低木・

亜高木のヤブツバキ，マサキ，マルバノシャリソバイ，マルバグミなどは，マント群落や生垣の

構成種として利用可能である。これらの種は庄内平野では，密植した生垣に利用することにより

風衝を防ぐことができる。草本層構成種はすそ模様，あるいは，並木などのすそに利用可能であ

る。エゾイタヤーケヤキ群落域では，エゾイタヤ，シナノキ，モイワボダイジユ，ミズナラなど

の夏緑広葉樹高木を主として，タブノキを混生させることが可能である。タブノキは冬季の季節

風を直接うける斜面では，地吹雪，寒波などで凍死することがある。幼苗のうちは冬季季節風に

注意が必要である。庄内平野の沖積地では，シロダモーケヤキ群落が潜在自然植生と判定される。

ケヤキ，エノキ，エゾエノキ，ヤマモミ、ジなどの夏緑広葉樹とタブノキを混生する。タブノキな

どを裸地に植えた場合は，植付後2～3年間の幼苗期には，冬季季節風に対する対策が必要とさ

れる。酒田市西部の山地では，谷部のタマブキーケヤキ群落，ジュウモソジシダーサワグルミ群

集と，山地部のヒメアオキーブナ群集，マルバマンサクーブナ群集域で植栽種がわずかに異なる。

タマブキーケヤキ群落域では，オニイタヤ，ケヤキ，エゾエノキ，カスミザクラ，ウワミズザク

ラなどを中心に，またジュウモソジシダーサワグルミ群集域ではブナ，サワグルミ，サワシバ，
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ケンポナシ，トチノキ，ミズナラ，キタコブシ，ウワミズザクラなどの中～適潤地生の高木を主

体とする。ヒメアオキーブナ群集域ではブナ，ミズナラ，シナノキ，ホオノキ，トチノキ，キタ

コブシ，ハウチワカエデ，カスミザクラ，ウワミズザクラなどを，マルバマンサクーブナ群集域

では，中庸立地生のブナ，ミズナラ，カスミザクラを中心に植栽する。低木はマント群落として，

それぞれの立地にあった種群を利用する。

　湿性地の潜在自然植生域では，ハンノキ群落や，河川沿のシロヤナギ群集がみとめられる。そ

れぞれTab．48に植栽可能樹種が示されている。

　砂丘などの風衝が強い乾燥しがちな立地では，砂の動きをとめる働ぎを植物が行な．う。したが

　　　　　　　Tab。48　酒田市の各潜在自然植生域における植栽可能種～覧一2

　　Ubersichtstabelle　der　Aften，　d玉e　fUr　die　Anlage　von　Heimat－u．　Umweltschutzwaldern，

　　Parks，　Alleen　und　anderen　Gr荘nanlagen　in　der　Stadt　Sakata　geeignet　sind．

　　　潜在臼然植生
　　　　Potentielle
　　　　　nat琶rliche
　　　　　Vegetation
階層
Schicht

高　　木　　層

Baumschicht

低　　木　　層

Strauchschicht

草　　本　　層

Krautschicht

　　　　ハンノキ群落

AZππ5ノ妙。π∫ごα一Gesellschaft

ハンノキ・肋z駕プ妙。痂ごα

トネリコ　乃’αエ加鋸ブ妙。短。α

　　　シロヤナギ群集

Salicetum　jessoensis

シロヤナギ　5α々ズ頭∬08η5f5

カワヤナギ　5α♂嬬gμg加zα

イボタノキ　ゐ忽κ5孟昭ノπ0δ如∫ゲb♂∫z〃π

イヌツゲ　 IZθ∬Cアでπα’α

イソノキ　　RILαη認μ∫α層θη鷹α

聴込スゲ　　　Cαノ・8劣♂沈飯π∫∬

カサスゲ　　　Cαア’8露読ψ認諺α

カキツノミタ　　1万∫Zαθて雇gα診α

ミズトラノオDッ∫ρ♪1Zメ伽ッα如δθαノZα

ヨ　　シ　　　翔πzg〃漉8∫α’‘∫彦プ諺∫∫

イヌコジヤナギ　5α♂㍑力庇9ノ‘α

クサヨシP1認αノ’おαノ書κη4初α偲α

　　　　　　　Tab．49　酒田市砂丘前縁部における植栽可能種一覧

Ubersichtstabelle　der　Arten，　die　f眼r　die　Randzonen　auf　den　K員sten－D員nen　in　der　Stadt

Sakata　geeignet　sind．

潜在自然植生
　PQtentielle
　nat廿rliche
　　Vegetation

植栽可能種
Geeignete　Arten

ハマニンニクーコウボウムギ群集

Elymo・Caricetum
　kobomugi
コウボウムギ　Cα紹κ肋う。η醜劇

ハマニンニク　・硯ッ規π5規。疏5

コウボウシバ　Cαザ薦ρπη漉α

ケカモノハシ　156んαθ〃昭ノπ

　　　　　　　　αノz疏（ψんα’of4θ5

ハマヒルガオ　Cα砂∫∫89如50♂4侃8πα

ハマニガナ　Zτ6r∫∫ノ砂6π∫

ハマボウフウ　α盈窺αZ漉07・諺f∫

ウンラン　ゐ勿α万αブαρoη此α

　　アキダミーハマナス群集

Elae．agno　umbellatae－

　Rosetum　rugosae

アキグミ　捌α8α91躍5z‘ηめ〃α孟α

ノイバラ　Ro∫ζτノノZz‘あ耀01「α

ハマナス　Ro∫α7忽go∫α

テリハノイバラ　Ro5α割此んμノ帽α∫απα

ハマゴウ　私漉必プ。蝕π4ケbたα

クロマツ　P勿z‘∫漉μ励8磐ガ

チガヤ　∬ηψθrα雄6ヅ加♂1廊αvar．

　　　　　　　　　　　為06加9’潔

ケカモノハシ　ム魏α8彫躍π

　　　　　　　　αη疏（ψ1乞。ブ。∫4θ5
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って飛砂防止などには，ウソラソーコウボウムギ群集で代表される砂丘植生構成種を播種または

移植することにより飛砂を防ぐことが可能である。やや砂の動きが停止したアキダミーハマナス

群集域には低木植栽が可能である。またアキダミーハマナス群集構成種は，旧砂丘地のユゾイタ

ヤーケヤキ群落の潜在自然植生におけるマント群落として利島可能である。

2．　基　礎　工　法

a．　表層土の復元

　郷土林，環境保全林を効果的に短期間に確実に形成するためには，表層土の復元が必要とされ

る。植栽予定域に，厚さ20～30Clnの表層土を客土する。表層土は粘土分の多い水田の表層土だ

けではなく，砂礫，有機物などを十分に混入して土中の排水が良い土壌を用いる。また排水のよ

い山地や畑の表卒土を用いる。多層群落としての本格的環境保全林形成のためには，土壌動物群

集や微生物群集の充満している有機質に寓んだ表層回すなわち，生きている土が必要である。と

くに埋立地や造成地などの土壌が未発達な立地では，地域固有の多層群落の森林に代表される潜

在霞然植生を発達させる前提条件となる。砂丘や，埋立地に生育する植物群落は，外形はよく似

ていても土壌中の塩分含量，砂の動き，土掌中の栄養塩類，土性，乾湿などに対応して異なる種

組成をもった植物群落が生育している。また時間の経過に伴う土壌の安定化に対応して，植物群

落は1年生草本植物群落，多年生草本植物群落，低木群落，高木群落に発達してゆく。したがっ

て，緑としての機能を最大限に発揮できる高木林の直接の形成は，表層土が保持または復元され

た立地に期待できる。表層土の入手が困難な場合には，稲わら，パーク（木の皮），家畜の排泄

物などの有機物を大量に土の母材料と混ぜて，表層土を形成する。

　蓑層土を供給する際にとくに注意を要することは，表層土と下層土の接点で下層土と表層土が

よくまざりあわされた状態に，掩凝することである。単に下層土上に表層土を載せると，不透水

層を生じ，根腐れを起こして植物が枯死することがある。

b．マウンド形成

　植物群落は湿性地より乾性地まで広く立地に対応して異っている。また生育状態も異なってい

る。しかし，一般的には生理的に発達がよい中性立地の森林は，やや乾燥するか排水のよい状態

を好む。したがって，環境保全林を新しく形成する際にはできるだけ工事残土，生活，建築廃棄

物などを，土と混ぜながら積みあげてマウンドすなわち土塁を形成する。マウンドの形態が方形

または梯形で，頂上に少しでも凹面地ができると，そこに水が溜ったり，排水不良などにより，

根腐れ，生育不良をきたす。むしろ斜亡状立地の方が樹林の形成は良好である（Miyawaki　1982，

宮脇1982）。これらの事実を十分考慮してできるだけ自然勾配に近い形で逆U字形，カマボコ型，

三角型，低い此丈山型などのマウンドを築くことにより，環境保全林形成がより容易で確実とな
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る。表層土復元については前述されている（p．112）。表層土の下層は礫，砂，廃棄物，山土など

を高さに応じて混入し，さらに山土を30c田，表層土を20～30cmのせる。しかも土木工事：と異

なり，土塁をできるだけ鎮圧しないで，混ぜながらふんわりと計画より高く積み上げておく配慮

が必要である。森林の山群の発達，伸長に伴って次第に安定するのかもつとも理想的である。

c。植　栽　法

　植栽種の選定に関してはp。110に示されている。それぞれの立地により環境条件の微妙な差に

対応して植栽種を正しく選ぶ。

　海岸沿岸部の埋立地や旧砂丘地粥では，海岸際のもっとも風衝の強い波しぶきをうける斜面に

は，アキダミーハマナス群集構成種をマント群落として植栽する。わずかに風衝が弱まる立地で

はエソイタヤーケヤキ群落構成種を，風背地にはイノテータブノキ群集の構成種が植栽可能であ

る。沖積地では，風衝をうける立地にエソイタヤーケヤキ群落構成種を，風背地にイノテータブ

ノキ群集構成種を，さらに平坦地などてはゾロタモーケヤキ群落構成種を植栽する。酒田市西部

Flg．29　下水終末処理場のまわりに造成され，密植された境界環境保全林の冬季稲

　　　観（酒田市東泉町）。

Wlnteraspekt　der　Grenzumweltschutzwalder，　voH　denen　dle　Abwasserklaranlage　umgeben

lst王m　zwelten　Jahr　nach　der　Bepflanzung　mlt　jungeR　Baumchen　von．磁r5θα彦1Lz‘πろθノgzz，

Q銘8，℃1砧那），r5峨α〔ゲ≧）Z1αua，dle　ln　dle　potentlelle　natuτ11che　Vegetat玉on　dleser　Gege且d

elngepaBt　slnd（Tosen－cho，　Sta（玉t　Sakata）
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の丘：陵地では，丘陵上ではヒメアオキーブナ群集構成種を，谷状地にはジュウモンジシダーサワ

グルミ群集やタマブキーヶヤキ群落構成種を立地により植栽する。

　植栽時には，高木層の構成種を中心に，1m2に1．5～3本（時に4～6本：風衝が強いなど生

育条件が厳しい際），樹高0．5～1mのポット苗を密植する。海岸沿いやきびしい風衝地などでは，

植栽と同時に樹々がふれあい森林微気候が形成されるように，森林環境にできるだけ近づけるた

めに，可能な限り1m2あたりの植栽密度を高くする。生育の確実性，経済的な面からも基本的

には支柱が必要なような根嚢の不十分な大きな樹木を植えない。大きくなる能力をもった0．5m

前後の幼苗ポヅト苗を密植する。予算が許す際には2～3mの大きいポット苗を混逃してもよい。

何れの場合でも，約3年でほとんど同じ樹高の密生樹林の原型が形成される。周辺部には，0．8m

の幅で低木を密植した帯状のマント群落を形成する。0．8m以内の巾に1列2～3本以上の密植

で2列のちどりに植栽することにより効果があがる。マント群落の構成信士にはTab．47の低木

層の構成種群を用いる。

　憾栽後は土壌の保水，雑草の発生防除，土壌の固結防止などの多様な目的のため，さらには土

壌への還元も含め敷わらを1m2に4～6kg入れる。土壌の水分の蒸散作用を抑制するだけでは

なく，冬季の地面の保温，マウンドを形成した際には斜面の土壌の流亡を防ぎ，雑草の発生をお

さえ，将来は堆肥としての土壌改善の効用も大きい。

3．　立地改変による環境保全林形成

　酒田市の潜在自然植生のひとつであるイノデータブノキ群集は，タブノキ，シロダモ，モチノ

キ，ヤブッバキなどの常緑広葉樹からなる高木林である。イノデータブノキ群集は，常緑広葉樹

林で，直根性，深根性で多層群落を形成するため騒音，振動の吸収，浮遊塵のフィルター機能，

微気象の緩和など生物的機能にとくにすぐれているほか，発達した樹林，防火林，防風林は防雪

林として多様な効果を果す。また，古くから酒田市の田園崇観を構成する屋敷林として価値の高

い主要景観構成要素となっている。したがって環境保全林の創造，緑の復元のさいにイノデータ

ブノキ群集が形成されることが好ましい。現在，酒田市におけるイノデータブノキ群集の形成可

能な地域は同群集の潜在自然植生域に一致しているが，十分な客土により地下水位を下げ，また

表土の失われているところでは客土によりあるいは青苗時の風衝の緩和など極端な環境規制要因

を緩和することにより，植栽可能地域を海岸から内陸側山足部まで拡大させることができる。以

下に具体的にどのような立地条件の改変が必要かが，それぞれの潜在自然植生に対応して示され

ている。なお記載された潜在自然植生は温度条件が温和で，イノデータブノキ群集の生育を許容

する植生単位に限られている。したがって，ブナクラス域のヒメアオキーブナ群集域やジュウモ

ンジシダーサワグルミ群集域などは含まれていない。
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　　D　イノデータブノキ群集域

　　　　Po至ysも量cho－Perseetumthunbergi呈・Area董

　現状のままでタブノキのポット苗の植栽が可能である。低地，凹状地では，雨水のたまり水な

どによる根ぐされなどを回避するため，植栽地に盛土して勾配をつけたり，必要に応じて暗渠を

もうけたりすることが幼魚の生長を促進する。

　またイノデータブノキ群集の一型として表層土が復元された場合と周辺に自然植生が復元した

場合がある，代表される地域は新興市街地と砂丘の凹状地帯，埋立て地に多い。新興市街地は水

田を埋立ててまもないため，土壌が不良で排水が悪く，地下水が高いところが少くない。したが

って盛土によるマウンドの形成，土壌の改良が必要とされる。海岸埋立て地は基材がセメントな

ど人工物で構築されているため土壌の復元，さらに風衝の緩和のため，臨海部の前面にアキダミ

ーハマナス群集ほかの海岸風衝低木林のマント群落状の形成が望まれる。砂丘凹状地は母材が砂

土であるため乾燥しやすく，有機物の混入などによる土壌改良の促進と，幼苗時は必要に応じて

夏季の乾燥時に灌水することが必要である。

　　2）　シロダモーケヤキ群落域

　　　　2Vθo麗オsεα8θrεcθα齢2reZゐ。ひα　sεrrα’α”Gesellschaft－Areal

　シロダモーケヤキ群落の潜在自然植生域はハンノキ群落に隣接して沖積低地に広がっている。

立地は平坦地で地下水が浅く，土壌は過湿で粘質性がある。イノデータブノキ群集の立地に比較

すると土壌の肥沃性は良いが，過湿すぎると判定される。したがって植栽地に盛土し，マウンド

を形成することによって過湿条件をとり除き，イノデータブノキ群集の適性樹種を植栽すること

が可能である。盛土は1～2mの高さに行い，不透水層ができないように基盤土との蝿伴を十分

に行うことが必要である。

　　3）　エゾイタヤーケヤキ群落域

　　　　・4cθr〃εoπo　var．μαδrπηレZθ〃ヒ。ひα8θrrα’α一Geselischaft－Areal

　エゾイタヤーケヤキ群落の潜在自然植生域は沿海部の砂丘地帯に帯状に広がっている。立地は

海から湿った強い風衝を絶えず受け湿潤である。したがってエゾイタヤーケヤキ群落の立地にイ

ノデータブノキ群集を形成するためには砂土の土壌改良と，風衝の緩和が必要条件となる。土壌

改良は山±：や産業廃棄物を30～50cmの厚さで砂土と掩壕させ，さらにその上に有機質の多い表

層土を30cmほど客土する。風衝の緩和は植栽地の前面にアキダミーハマナス群集やエゾイタヤ

ーケヤキ群落を潜在自然植生域に対応させて植栽し，マント群落を形成することによって果たさ

せる。
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　　4）　ハンノキ群落域

　　　　五」ππsノαρoπεcα・Gesel蓋scha至t・Areal

　庄内平野の沖積低地は水利条件に恵まれ稲作に利用されるハンノキ群落を潜在自然植生とする

立地が多い。土壌は多湿で地下水が表層近くに位置している。また雨水などが停滞水として地表

や地表近くに残ることもある。グライ土壌の形成もハンノキ群落に多くみられるが，いずれの要

因もイノデータブノキ群集の形成を限害するものである。したがって多湿条件をとりのぞくため

には，自然勾配で2～4mの高さでマウンドを形成し，傾斜，暗渠をもちいて排水を良くする必

要がある。とくに透水性の悪い粘質の水田土壌の排水を良くするため，土壌改良，暗渠の設置を

徹底させる。
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摘 要

　山形県酒田帯およびその周辺域においてブラウンーブラソケ（」．Braun－Blanquet　1964）亭こよ

る植物社会学的な植生調査と，その基礎にもとつく潜在自然植生図化が行なわれた。1979年7月

より1981年7月まで実施された現地踏査による植生調査資料を基礎に現存植生の群落単位，さら

にその広がりや群落栂互の生態的，動態的関係が明らかにされた。これら現存植生の把握は酒田

市の環境条件を総合的に指標化する潜在自然植生判定の基礎資料となった。また現地で調査され

た残存自然植生，残存木のチェックさらに空中写真などを参考にして具体的な潜在自然植生単位

の広がりが潜在自然植生図（1：25000）として作製された。酒田市の潜在自然植生は大きく砂

丘，沖積平野，丘陵に対応した配分がみられる。日本海に面して南北に長く発達している砂丘は

海からの風衝が厳しく，最前線からハマボウフウクラス（華原）→ハマナスオーダー（低木林）

→エゾイタヤーケヤキ群落（夏緑亜高木林）→イノデータブノキ群集（常緑高木林）が帯状に分

布している。砂丘後背部に位置する酒田市市街地はイノデータブノキ群集の潜在自然植生域にな

っている。最上川によって形成された広大な沖積平野は水田として稲作に利用されていることか

らも理解されるように多湿で地下水位が高い。沖積平野の潜在自然植生は，立地の乾性化に伴っ

て，ハンノキ群落→シロダモーケヤキ群落→イノデータブノキ群集が分布する。酒田市の東側の

出羽丘陵はブナクラス域に位置し，尾根などの乾性立地にマルバマンサクーブナ群集，二三立地

でヒメアオキーブナ群集が潜在自然植生となる。また，水系沿いの湿性立地ではジュウモンジシ

ダーサワグルミ群集やシロヤナギ群集が潜在自然植生と判定されている。酒田市を占めている潜

在自然植生単位は以下に示されている。

潜在自然植生

ヤブツバキクラス

　イノデータブノキ群集

フナクラス

　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　ヒメアオキーブナ群集

　マルバマンサクーブナ群集

　エゾイタヤーケヤキ群落

　タマブキーケヤキ群落

　シロダモーケヤキ群落

未決定クラス

　ハンノキ群落

オノエヤナギクラス
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　　シロヤナギ群集他

　ノイバラクラス

　　アキダミーハマナス群集

　ヨシクラス

　　オギ群集　他

　ウラギククラス

　　ドロィ群集

　ハマボウフウクラス

　　ハマニンニクーコウボウムギ群集他

　ハマツメクサクラス

　　ノ、マゼリ琴洋集　 他

　ヒルムシロクラス

　　ヒツジグサ群落　他

　潜在自然植生の判定ならびに潜在自然植生図作製の指針となった現存植生の把握は現地踏査の

植生調査資料の収集と群落組成表の組．み替え作業により行なわれた。その結果，34の自然植生，

36の代償植生の合計70植生単位が決定された。酒田市はヤブッバキクラス域（常緑広葉樹林帯）

の北限域にあたり，自然植生のひとつであるイノデータブノキ群集は立地条件の安定している沿

海部の風背地に生育している。調査区域では今日，人為的破壊により自然植生はほとんどみられ

ず，多くはクロマツ植林，畑地雑草群落などの代償植生におきかえられている。またヤブッバキ

クラス域とブナクラス域の境界は庄内平野と内陸部丘陵の接する地域にある。認められた現存植

生単位は以下に示されている。

現存植生

ヤブツバキクラス

　タイミンタチバナースダジイオーダー

　　イズセソリョゥースダジイ群団

　　　イノデータブノキ群集

フナクラス

　シオジーニレオーダー

　　サワグルミ群団

　　　ジュウモンジシダーサワグルミ群集

　　ケヤキ群団

　　　エゾイタヤーケヤキ群落



　　　タマブキーケヤキ群落

　ササーブナオーダー

　　チシマザサーブナ群団

　　　ヒメアオキーブナ群集

　コナラーーミズナラオーダー

　　エノキームクノキ群団

　　　シロダモーケヤキ群落

　　イヌシデーコナラ群団

　　　ニガキーコナラ群落

　　　ユキツバキーコナラ群i落

　　　ナツハゼーコナラ群落

　　　オオヤマフスマークロマツ群落

　　　ヒメヤブランークロマツ群落

　　　トビシマカンゾウークロマツ群落

オノエヤナギクラス

　コモチマソネングサータチヤナギオーダー

　　タチヤナギ群団

　　　タチヤナギ群集

ノイバラクラス

　トコロークズオーダー

　　エビヅルーセンニンソウ群団

　　　クズーエビヅル群落

　　群団未決定

　　　キンギンボクークマヤナギ群i落

　オーダー，群繊未決定

　　　ミヤマウメモドキーハイイヌツゲ群落

　ハマナスオーダー

　　ハマナス群団

　　　アキダミーハマナス群集

ハマゴウクラス

　ハマゴウオーダー

　　ケカモノハシー一志マゴウ群國

　　　ハマゴウ群落

ススキクラス
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　　ススキオーダー

　　　トダシバーススキ群団

　　　　ミヤマアブラススキーススキ群落

　　　　ヤマアワーチガヤ群落

　　シバスゲオーダー

　　　シバ群団

　　　　シバ群落

　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　ユウガギクーヨモギ群集

　　　　ノコソギクーヨモギ群落

　　　ミズヒキードクダミ群団

　　　　ヌスビトハギーミズヒキ群落

　　　　キツリフネーアカソ群落

　　　カナムグラーヤブカラシ群団

　　　　ツルマメ群落

　　オーダー，群団未決定

　　　　コヤブタバコーイヌトウバナ群落

　クラス未決定

　　オオノミコオータ“一

　　　ミチヤナギ群団

　　　　カゼクサーオオバコ群集

　　　カモジグサーギシギシ群囲

　　　　ミゾカクシーオオジシバリ群集

　ヨシクラス

　　ヨシオーダー

　　　ヨシ群団

　　　　アイアシ群集

　　　　ミソハギーーヨシ群落

　　　　マコモ群落

　　　オギーヨシ群団

　　　　オギ群集

　　　セリークサヨシ群団



　　　セリークサヨシ群集

　　　ショウブ群落

　　　アシカキ群落

　大形スゲオーダー

　　ホソバノヨッバムグラー大形スゲ群団

　　　カサスゲ群集

　　　イーアブラガや群落

　　マアザミーチゴザサ群団

　　　チゴザサーアゼスゲ群集

　　　ウメバチソウーオオミズゴケ群落

ウラギククラス

　ウミミドリーチシマドジョウツナギオーダー

　　チシマドジョウツナ容忍國

　　　ドロィ群集

ハマボウフウクラス

　ハマボウフウオーダー

　　コウボウムギ群団

　　　ハマニソニクーコウボウムギ群集

　　　ウソランーケカモノハシ群集

　　　ハマニンニクーオニシバ群集

　　　ウンランーカワラヨモギ群落

　　　ハマニンニクーギョウギシバ群落

ハマハコベーハマニソニククラス

　ハマハコベーハマニンニクオーダー

　　スナビキソウーハマニンニク群団

　　　スナビキソウーハマニンニク群集

オカヒジキクラス

　オカヒジキオーダー

　　オカヒジキ群団

　　　オカヒジキーハマアカザ群集

エゾオオバコーオオウシノケグサクラス

　ハマギクオーダー

　　ハマギク群団

　　　キリンソウ一入オウシノケグサ群落
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　ハマツメクサクラス

　　ハマエノコローハマツメクサオーダー

　　　ハマエノコローハマツメクサ群団

　　　　ハマゼリ群集

　タウコギクラス

　　タウコギオーダー

　　　オオクサキビーアメリカセンダングサ群繊

　　　　ボントクタデ群落

　ヒルムシロクラス

　　ヒルムシロオーダー

　　　ヒツジグサ群団

　　　　ヒッジグサーコオホネ群落

　　　　ヒシ群落

　コウキクサクラス

　　コウキクサオーダー

　　　アオウキクサ群団

　　　　アオウキクサーサンショゥモ群集

　上級単位未決定の群落

　　カラコギカエデーハソノキ群落

　　ヤダケ群落

　　ヒメスイバーハタガや群落

　　オヒシバーアキメヒシバ群集

　植林その飽

　　アキダミークロマツ群落

　　アメリカセンダソグサークロマツ群落

　　アカマツ植林

　　スギ植林

　　ニセアカシア植林

　酒田市における潜在自然植生，現存植生の調査研究成果は具体的な環境保全，緑の環境創造に

対する基礎資料とされ，環境保全林形成のための植栽適性樹種の選定，植栽地のマウンド形成，

植栽法などが示されてある。また具体例として酒田市の海岸砂防林，新興住宅地，飯森山カルチ

ャーパーク，北港公園，東山墓地公園などにおける緑の環境創造に対する指針が示されている。

とくに酒田市の市街地や居住区はイノデータブノキ群集を潜在自然植生域としている。イノデー



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！23

タブノキ群集は防音，吸塵，微気象の緩和などフィルター効果の高い常緑広葉樹林であるととも

に酒田市の景観を特徴づける主要植生要素でもある。イノデータブノキ群集の形成のための手順，

立地改変の方法についても考察されている。



124

Z登samme蹴£assung

　　　　Die　Stadt　Sakata　heg七an　der　Seite　des　Japa豆ische疏Meeres　i鷺Nord－Honshu　nahe　der

n6rdlichen　Verbreitungsgrenze（玉er　ostasiatischen　immergrUnen　Laubw註1der，　der　Lorbeerw註1der

　　　　　　　　の　の
（nach　RUBEL　1930）auf　den　Japan玉schen王nseln．　Von　Juli　l979　bis　Juli　1981　haben　wir

gemaB　ei無em　Forschungsauftrag　der　Stadt　Sakata　eine　vegeta宅ionskundliche　Studie　im

Gelande　mit　dem　Schwerpunkt　auf　der　Kartierung　der　potentiellen　na毛慧rlichen　Vegetation

in　der　StadもSakata　durchgef茸hrt．　Das　Ziel　war，　eine　wissenschaftliche　Gruadlage　zu　schaffen

fUr　die　zuk琶nftige　Sicherung　eiaer　an　Gr且n　reichen　Umwelt　f廿r　alle　B慧rger　der　Stadt．

　　　　Nach　zahlreichen　Vegetationsaufnahmen　und　durch　Tabellenvergleiche　wurden　die

nachfolgend　genannten　Vegetationse圭nheiten　aufgesもellt；es　handelt　sich　um　34　nat且rliche

Vege£atioIlseinheiten　und　36£rsatzgesellschaften　von　Assoziationsrang　oder　ihnell　entspre－

chende　Gesellschaften：

Reale　Vegetation

Camellie£eajaponicaeMiyawakietOhba1963

　　Myrsino－Castanopsietalia　sieboldii　KFujiwara　1981

　　　　Maeso　laponicae－Castanopsion　sieboldii　K．Fuliwara1981

　　　　　Polysticho－Persee£um　thunbergii　Suz．一Tokユ952

Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　　Fraxino－UlmetaliaSuz．一Tok．1967

　　　　Pterocaryion　rhoifohae　Miyawaki，OhbaetMurase！964

　　　　　polysticho．王）terocaryetumSuz．一Tok．1956

　　　　Zelkov量on　serra£ae　MiyawakietaL1977

　　　　　　／466rηzo7zo　var．　g♂α∂プz研一2弛漉。汐α562γα孟α一Gesellschaft

　　　　　　Cα6α♂珈ル痴rα4bZ彪var．伽乃漉rα一Zθ疏。槻56プrα診α一Gesellschaft

　　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　　　Saso　kurilensis－Fagion　crenatae　Mlyawaki，OhbaetMurase1964

　　　　　　Aucubo－Fagetum　crenatae　Miyawakletai．1968

　　Quercetaha　serra£o－grosseserratae　Mlyawakietal．1971

　　　　Cekido－Aphananthio塾Okuda1978
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　　N80砒5θα58ガ6θα一Z4ん。ηα36アブη如一Gesellschaft

Carpino－Quercion　serratae　Miyawakieta1．1971

　　P∫6ノ縄α∫2παg％α∬ゼ。ぽ廊5－Qπ82℃π∫58rrαオα・Gesellschaft

　　Cα刀τθ醗α捌5’∫‘αフ2α一Q祝θ2・6麗5587γ漉α一Gesellschaft

　　yα66∫72珈㎜oZ励α郷ゴガーQ㍑6π㍑55σr磁α一Gesellschaft

　　Moθ加勿9∫αZα詑プ沸。㍑一Pゴη％5田翁6θ磐ぢ∫一Gesellschaft

　　」L力噌ゴ（ψ6窺力zo2㌔Pガフzz65口口zう6磐ゴゼーGesellschaft

　　H8ηz6ro6αZあ5θ∬αあα’α一Pカzz‘5’んz〃zゐ6㎎髭一Gesellschaft

Salicetea　sachalinens呈s　Ohba1973

　　Sedo－Salicetalia　subfragilis　Okuda1978

　　　　Salic量on　subfragilis　Okuda！978

　　　　　Salicetum　subfragilis　Okuda1978

Rosetea　multiflorae　Ohba，M1yawa1（ietTx．1973

　　Dioscoreo－Puerarieta1玉a　loba£ae　Ohba1973

　　　　Viti　ficifoliae－Clematidion　ter垣florae　Murakami！983

　　　　　P％θrα2β∫αZo5α’α・y露∫∫．β6〃bあα一Gesellschaft

　　　　Verband　noch　nicht　bestまmmt

　　　　　五〇π記81・αηzo7γo宅σ∫∫・B6κ1乞θ㎜珈7一α6θ辮05α一Gesellschaft

　　Ord篇ung　u．　Verba難d　noch　nicht　bestimmt

　　　　　　παπψρ02zガ。α㌦π8躍α4872α如var．ノ）α伽403小一Gesellschaft

　　Rosetaha　lugosae　Ohba，MiyawakietTx．i973

　　　　Rosion　rugosae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　　Elaeagno　umbellatae－Rosetum　rugosae　Ohba，Miyawakie毛Tx．1973

Viticetea　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　Viticetalia　rotundifoliae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　1schaemo－Viticion　rotundifoliae　Ohba，MiyawakletTx，1973

　　　　　　V琵（切7－o魏フz4〃bあα一Gesellschaft

Miscanthe乞ea　sまnensis　MiyawakietOhba！970

　　Miscanthetalia　s玉nensis　MiyawakietOhba1970

　　　　Arundinello－Miscanthionsi鳥e鍛sis　Suz．一Tok．　et　Abe　ex．
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　　　SugaRuma　1970

　　　　　5φo読砂090η44）αzψ8プ漉㍑3－Mゼ∫oα7z〃珈55勿82z5乞5－Gesellschaft

　　　　　CαZα規αgプ。伽5の）ゴg厩05－1初メ》θプα‘α（ッ防24プ比αvaLん。θ疵g麗一Gesellschaf宅

　　Caricetalia　nervatae　Suganuma　1966

　　　Zoysion　japonicae　Suz．一Tok，etAbeem．Suganuma1970
　　　　　Zの5∫αブ砂。痂‘α一Gesellschaft

Artemisietea　principis　MlyawakietOkuda！972

　　Ar之emisietalla　principis　Miyawakie毛Okuda1972

　　　Penniseto－Artemision　prindpis　Okuda1978

　　　　　Kalilner玉do－Artemisietum　princip三s　Okuda1978

　　　　　A5’θ7層αg6プα‘oゴ6ε5　var．　oηα孟z‘5一，Aプ渉8η3鋭σρ擁ク2α4）5－Gesellschaft

　　　Polygono負liformis－Houttuynio滋cordatae　Ohba，　SugawaraetOhno

　　　1978

　　　　　D8∫”304勿ηz　o必妙乃｛yπz‘η一Po砂goηz〃π方Z〃br7πθ一Gesellschaft

　　　　　1労ψα孟歪87z5ηoZ露απ962－8－Bo8勧z8ガα彦2一∫c％宴）∫5－Gesellschaft

　　　Humulo－Cayratまon　Okuda1978

　　　　　G4y6ゴァzε5（り物・Gesellschaft

　　Ordnung　u．　Verband　noch　nicht　bestimmt

　　　　　Cα厚）65勉η368r7観z6ηz一α勿（4）o読z〃π77τf‘7一αノz〃珈7π一Gesellschaft

Klasse　noch　nicht　bestimmt

　　Plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　　　Polygonion　avicularis　Miyawaki！964

　　　　　Eragrostio　ferrugi葺eae－Plantaginetum　asiaticae　Tx．1977

　　　Agropyro　kamoli－Rumicion　japonicae　MiyawakieむOkuda1972

　　　　　Lobelio－Ixeridetum　japonicae　M玉yawakietOkuda1972

Phragmitetea　Tx．etPrsgほ942

　　Phragmitetalia　Tx．etPrsg．1942

　　　Phragmition　W．Koch1926

　　　　　Phaceluretum　latifoliae　MiyawakietOkuda1972

　　　　　エ≧y漉ア摺観παノ2c4）5－Pんアーα8・四z露ε5α3‘3孟プαZゴ5－Gesellschaft

　　　　　乃駈痂♂α班薇α一Gesellschaft
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　Miscan£ho　sacchar圭flori－Phraglnitio獄Miyawak圭etOkuda1972

　　　Miscanthetum　saccharifIori　MiyawakietOkuda1972

　0enantho　lavanicae－Phalar重dion　arundlnaceae　Miyawaki　et　Okuda

　1972

　　　0enantho－Phalaridetum　arundinaceae　MiyawakietOkuda1972

　　　Aoo㍑56αZα勉π5　vaLαπg％5就眠5－Gesellschaf宅

　　　五ε8鰐ガαブ砂。短6α一Gesellschaft

Magnocarice£alia　Pign．1953

　Galio　brevipeδunculad－Mag且ocaricion　MiyawakietKl．Fuliwara1970

　　　Caricetum　dispalatae　MiyawakietOkuda1972

　　　」滋アκ％∫6醜∫％5var．4θ吻∫6225－56嘱目5痂伽駕一Gesellschaft

　Cirsio－IsachIIion　Suz．一Tok．e£Arakane1970

　　　1sachno－Caricetum毛hunbergii　MiyawakietOkuda1972

　　　Pαプηα∬∫αノ）α伽5〃∫5一勘肱g側㎜ρα伽5疏θ一Gesellschaft

Asteretea宅ripolium　WesthoffetBeeftink1962

　Glauco－Puccinellietalia　kurilensis　MiyawakietOhba！965

　　　Puccinellio獄kurilensis　MiyawakietOhba1965

　　　　Juncetum　gracillimi　Ko．工沁1963

Glehnietea　littoralis　Ohba，M呈yawakietTx．1973

　Glehnietalia　littora1圭s　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　Caricion　kobomugi　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　Elymo－Caricetum　kobomugi　M圭yawaki1967

　　　　L1nario　japo2icae－Ischaemetum　anthephoroidis　Ohba，　Miyawaki

　　　　e£Tx，1973

　　　　L痂α痒α」αρ02zゴ6α一ノ1r孟8臼飾α‘＠沼α万5－Gesellschaft

　　　　£lymo磁ollis－Zoysietum　macrostachyae　Ohba，Miy段wak玉etTx．1973

　　　　E砂ηz㍑3勉oZあ5－qyアzo407zぬ暖yZoアz－Gesellschaft

H：o葺ckenyo一£1ymeteaTx．1966

　Honckenyo　malorisElymetalia　mollis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　Messerschmidio一£1ymionnaollis　Ohba，MiyawakietTx．1973

　　　　Messerschmidio－Elymetum　mollis　Ohba，MiyawakietTx．1973
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SalsoIetea　komarovii　Ohba，MiyawakietTx．1973

　SalsoletaIia　komarovii　Ohba，MiyawakietTx。1973

　　　Salsolion　komarov員Ohba，MiyawakietTx．！973

　　　　　Salsolo－Atriplicetum　subcordatae　W．Lohm．etMiyawaki1962

PlantagiRi　cam£schaticae－Festucetea　OhbaetSugawara1979

　Nipponanthemetalia　nipponici　OhbaetSugawara1979

　　　Nipponanthem量on　Ilipponici　OhbaetSugawara！979
　　　　　884π”zんα”zオ50加孟∫6π”z一麗5’zκαア・zめ2rα一Gesellschaft

Sagine℃ea　maximae　OhbaetSugawara1978

　Seta「io　Pachystachyos’Saginetalia　maximae　OhbaetSugawara1978

　　　Setario　pachystachyos－Saginion　maximae　OhbaetSugawara1978

　　　　　Cnidietum　japon玉cae　Ohl）aetSugawara1978

Bidentetea　tripardtae　TxりLohm．etPrsg．1950

　Bidente毛alia　tripartitae　Br．一Bl．etTx．！950

　　　Panico－Bidention　frondosae　MiyawakietOkuda1978

　　　　　Po砂go7zz‘？πρzめ8568／z5－Gesellschaft

Potamogetonetea　Tx．，etPrsg．1942

potamogetonetalia　W．Koch1926

　　　NymPhaeion　Oberd．1957

　　　　　理y”ψ加8αオε’7一α907zαvar．α72gz‘5オα㌦M．4）乃αザ応対。／2∫o卿π一Gesellschaft

　　　　　7｝妙αブ砂07zゴ伽一Gesellschaft

Lemnetea　minoris　W，　KochetR。Tx．（1nlitt．！954）ap．R．Tx．1955

Lemnetalia　minoris　W．KochetR．Tx．（inlitt．1954）ap．R，Tx．！955

　　　Lemnion　paucicostatae　MiyawakietJ．T廿xen1960

　　　　　Lem難。　paucicostatae－Salvi短etum　natantis　Miyawakietエ’rUxen

　　　　　！960

H6here　Ei油eiten　noch　nicht　bestimmt

　∠406ブαゴ4彫目z3ε一AZ2zμ5」⑫oノ漉α一Gesellschaft



！29

P56π405α5αブ妙。厩6α一Gesellschaft

R躍π顔α6ε孟056Z♂α一B％Zみ。酸y石弓7わα’α一Gesellschaft

Eleusi且。　indicae－Digitarietum　violascentis　Okuda　1978

ForstenL　U．　a．

　　E♂α（魏9η祝5瑚zろ8ZZα彦α一1）カ2祝∫漉z67z66磐∫ガーGesellschaft

　　Bゴ467z5プ〉一〇π405α一P痂御5渉勧励679麗一Gesellschaft

　　Pカ2z護546η5卯0プα一Forst

　　αつ卿窺θ磁目配αz磁一Forst

　　ROゐ加乞αメ》∫8祝40α6α6ぎα一Forst

　　　　Es　wurden　zun琶chst　die　nat茸rlichen　und　ihre　Ersatz－Gesellschaften　zeitlich　und　rau麗hch

nach　Sukzessionsserien　und　Gesellschaftsringen　im　Stadtgebiet　von　Sakata　dargeste11重．

亙）araus　lie8en　sich　die　standortsgem芸8en，　potentiellen　natUrlichen　Gesellschaftseinheiten

ableiten．　Sie　wurden　auf　der　topographischen　Karte　mit　MaBstab　1：25000　im　Gelande

kartiert　（s．　Kartenbeilage）。

Potentielle　nat慧rl量che　Vegetatio盈

Camellietea　japoicae

　　Polys亡icho－Perseetum　thunbergii

Fagetea　crenatae

　　Polyst玉cho・Pterocaryetum

　　Aucubo－Fagetumcrenatae

　　Hamamelido－Fagetum　crenatae
　　A687一刀zoηo　var．89Z勲rz〃π一Z8Zん。ηα58η初α一Gesellschaft

　　Cαcα傭∫乙痴・一α頭。臨var．6幽漁一α一ZθZん。斑5¢・ア磁一Gesellschaft

　　2＞20砒5θα5θガ‘8α一Z6Z々。ηα36ηη診α一Gesellschaft

Kliasse　noch　nich£bestimmt

　　丑伽π5」妙07zゴ6α一Gesellschaft

Saliceteasachalinensis

　　Salicetum　lessoensisu．a．
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Rosetea　multiflorae

　Elaeagno　umbellatae－Rosetuln　rugosae

Phragmitetea

　Miscanthetum　sacchariflori　u．a．

Asteretea　tripolium

　　Junce毛urn　gracillimi

G王ehnietea　littoralis

　Elymo－Caricetum　kobomugi　u．　a．

Sagine宅ea　maxi磁ae

　Cnidietum　japonicae

Potamogetoneもea
　理y窺4》んα6α診6〃αgo／zαvar．απg％5オα一Gesellschaft　u．　a．

　　　Auf　Grund　der　vegetationsk服dlichen　ForschungsergebRisse　mit　der　Kar£e　der　pote且一

tielleロnat銭rlichen　Vegetation　wurden　grundsatzliche　sowie　konkrete　Vorsch盗ge　u且terbreitet，

wie　Sakata　zu　eiller　an　GrUnanlagen　und　Geh61zs皇reifen　reichen　S毛adt　gemacht　werden

kan総（p．93－109，　sow圭e　Fig．17，18，20，22，26）．
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